
※手しごとAKIU　手しごとAKIUは、2011年（H23）2月、秋保町で 「手しごと」を生業とする工
芸家や作家の「つくり手」、農業に携わる「農家」、それらを加工・販売する店舗が連携し、地域
内外でイベント・展示・販売活動などを通じて、秋保町のモノづくりや観光の発展、および地域
活性化を図ることを目的に設立された。
本シンポジウムは、昨年まで実施したシンポジウム「くらしと工芸と秋保」後継企画です。
手しごとAKIUでは、①持続可能な観光産業の確立を目指し、消費拡大・交流人口拡大を図
り、「工芸のまち・秋保」のブランディング　②観光地（工芸産地）としての魅力を高め、観光・旅
行需要を創出していく「観光とものづくり、そしてまちづくり」　③「手しごと」を通じて地域住
民の生活水準や満足度や郷土愛を高めることにもつながる「地域住民との密接な関係づくり」
④秋岡芳夫が提唱する「消費者から愛用者へ」を意識し、「モノを長く大事に使う」北欧の人々
のサステナブルな暮らしを学び、地域発信による「SDGｓの実践」などを目指します。
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手しごとAKIUは秋保温泉郷に在住する手しごとの異業種集団です。

業種は「工芸」・「食」・「農業」・「観光」にいたる様々な仲間で構成され、集客・

交流を図る活動を基本に「工芸のまち・秋保」づくりを目指しております。

秋保の魅力であるモノづくりや自然のパワーから、心身が喜ぶ「豊かな

本当の時間体験」を提案したい…！という思いで今回のシンポジウムを開

催いたします。

泊まりながら手しごとを体験するプログラムは、「工芸」・「食」・「農」などの

手しごとのワークショップを中心とした滞在型・周遊型の宿泊プログラムです。

今回のシンポジウムでは、秋保温泉や他地域の方々、連携している東北工

業大学や関係者の皆さまからご意見、ご提案をいただきながら、地域の持

続性や私たちが地域と共に活動できる方向性を探って参りたいと思います。

多くの皆さんのご来場とZOOMによるご視聴をお待ちしております。

「これからの地域のくらしと工芸」vol.4シンポジウム

～泊まりながら手しごとを体験するプログラムを探る～

手しごとAKIUからの提案

「KURA－HAKU」
【会　場】 東北工業大学 一番町ロビー2階 ホール および オンライン
【主　催】 手しごとAKIU※

【共　催】 東北工業大学（地域連携センター／地域のくらし共創デザイン研究所）
【協　力】 みやぎ地場産品開発流通研究会
【後　援】 公益財団法人 仙台観光国際協会
【お問い合わせ】 東北工業大学 地域連携センター（担当／菊地・佐藤）
〒982-8577  仙台市太白区八木山香澄町35-1（1号館1階）
TEL. 022-305-3801　FAX. 022-305-3808　E-mail. rc-center@tohtech.ac.jp
http://www.rc-center.tohtech.ac.jp/

https://forms.office.com/r/TByDEv2pjT

申し込みフォームに必要事項
を入力の上、お申し込みください。

シンポジウム参加申し込み

開会挨拶（14：00～14：05）

話題提供（14：15～15：10）

手しごとAKIU

閉会挨拶（15：50～16：00） 手しごとAKIUからの宣言

ディスカッション（15：10～15：50）

手しごとAKIUからの提案「活動の経緯とこれから」（14：05～14：15）

「手しごとAKIUに期待したいこと」
東北工業大学関係者／秋保地区関係者／手しごとAKIU

「東北工業大学と工芸と秋保…
 秋岡芳夫・時松辰夫に学ぶ」
東北工業大学 特命教授　菊地 良覺

「秋保温泉の魅力と未来に向けて」
秋保温泉旅館組合 組合長　佐藤 勘三郎氏

「現代に伝統の「温泉」と「場」で、
 新たな癒しと交流を提案」
旅館大沼 5代目湯守　大沼 伸治氏


